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と
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差

－
　
院
政
後
期
・
鎌
倉
初
期
書
写
の
仮
名
書
状
の
ハ
行
音
表
記
を
視
点
と
し
て
　
ー

金
　
　
子

目
　
　
次

は
じ
め
に

一
、
世
代
差
を
視
点
に
し
て

川
従
来
の
研
究

聞
問
題
の
設
定

畑
分
析
資
料

二
、
世
代
差
と
表
記
差

仙
平
安
後
期
に
生
ま
れ
た
世
代
の
表
記

拗
院
政
期
前
期
に
生
ま
れ
た
世
代
の
表
記

刷
院
政
期
中
期
に
生
ま
れ
た
世
代
の
表
記

㈲
院
政
期
後
期
に
生
ま
れ
た
世
代
の
表
記

三
、
書
写
年
代
と
書
写
者
の
年
齢

む
す
び

は
　
じ
　
め
　
に

鎌
倉
時
代
（
院
政
・
鎌
倉
・
南
北
朝
）
の
言
語
を
記
述
し
ょ
う
と
す
る
場
合
、
そ
の
記
述
方
法
の
主
な
も
の
は
、
例
え
ば
、

彰



築
島
　
裕
博
士
『
平
安
時
代
語
新
論
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
4
4
年
6
月
）

小
林
芳
規
博
士
『
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
』
（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
特
輯
号
3
、
昭
和
4
6
年
3
月
）

等
に
示
さ
れ
て
い
る
如
く
、
奥
書
や
識
語
の
書
写
年
代
を
頼
り
に
、
当
該
文
献
の
言
語
を
記
述
し
て
、
各
年
代
に
位
置
づ
け
て
い
く
も
の
で

あ
ろ
う
。
書
写
年
代
の
明
確
な
文
献
を
中
心
に
据
え
て
、
年
代
順
に
配
列
し
た
文
献
か
ら
帰
納
さ
れ
る
言
語
事
項
を
も
っ
て
、
各
時
代
、
各

時
期
の
傾
向
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
奥
書
や
識
語
の
年
代
と
、
当
該
文
献
の
言
草
と
が
、
そ
の
時
代
の
特
徴
に
一
致
し
な
い
で
「
書
記
さ

（1）

れ
た
時
代
よ
り
も
古
い
時
代
の
国
語
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
、
訓
点
語
研
究
の
指
摘
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
別
の
角
度
か
ら
、
鎌

倉
時
代
語
の
記
述
の
精
密
化
を
試
み
て
み
た
い
。

「
世
代
差
」
（
約
三
〇
年
）
を
一
つ
の
視
点
と
し
て
、
奥
書
に
記
さ
れ
た
書
写
年
代
だ
け
で
は
、
充
分
説
明
出
来
な
か
っ
た
問
題
に
迫
っ
て

み
た
い
。

一
、
世
代
差
を
視
点
に
し
て

Ⅲ
　
従
来
の
研
究

先
学
の
研
究
に
於
て
、
部
分
的
で
は
あ
る
が
、
こ
の
視
点
に
関
す
る
発
言
が
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
、
「
世
代
差
」
を
統
一
し

た
、
一
つ
の
視
点
と
し
た
文
献
研
究
の
方
法
と
し
た
も
の
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

築
島
裕
博
士
『
平
安
時
代
語
新
論
』
（
3
3
8
頁
）

「
凡
そ
音
韻
の
歴
史
的
変
化
と
い
ふ
も
の
は
、
政
治
的
事
件
な
ど
の
如
く
、
一
時
に
統
一
的
に
生
ず
る
も
の
で
は
な
く
、
古
い
音
韻
体
系

を
持
つ
世
代
と
、
新
し
い
音
韻
体
系
を
持
つ
世
代
と
が
交
替
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
変
化
は
完
成
す
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
（
中
略
）

昌
住
自
身
の
音
韻
体
系
の
中
で
、
コ
の
二
類
が
区
別
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
の
発
現
で
あ
り
、
昌
住
は
、
コ
の
二
類
を
区
別
し
た
最
後
の
世
代

で
あ
っ
た
か
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
」

世
　
代
　
差
　
と
　
表
　
記
　
差



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

馬
淵
和
夫
博
士
『
国
語
音
韻
論
』
（
笠
間
書
院
、
昭
和
4
6
年
、
5
0
貢
）

「
（
前
略
）
『
和
名
類
衆
抄
』
（
承
平
四
年
、
九
三
四
）
に
は
区
別
が
な
く
（
金
子
注
、
ア
行
、
ヤ
行
の
エ
）
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
時
に
出
来
た
『
土

左
日
記
』
に
は
そ
の
区
別
が
ま
も
ら
れ
て
い
る
の
は
不
思
議
な
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
承
平
四
年
に
お
い
て
順
は
二
十
四
才
、
貫
之
は

六
十
才
以
上
の
老
齢
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
一
応
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
」

佐
藤
武
義
氏
「
［
書
評
］
小
林
芳
規
編
『
法
華
百
座
間
書
抄
総
索
引
』
」
（
「
国
語
学
」
興
昭
和
5
1
年
）

「
小
林
氏
の
論
考
は
（
中
略
）
『
デ
』
に
つ
い
て
、
講
師
の
説
話
、
説
教
の
本
文
に
『
こ
テ
』
を
用
い
、
抄
写
者
の
私
語
に
『
デ
』
を
用
い

る
の
は
、
言
語
使
用
の
場
の
相
違
か
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
示
唆
的
な
指
摘
と
思
わ
れ
る
。
（
中
略
）
こ
の
新
生
面
を
講
師
と
の
関
り
で
考
え

る
と
す
れ
ば
、
宗
派
の
違
い
で
考
え
る
よ
り
は
、
新
語
が
若
い
世
代
に
よ
っ
て
に
な
わ
れ
る
点
か
ら
講
師
の
年
齢
が
考
慮
さ
れ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
本
書
で
、
年
齢
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
者
で
中
世
語
を
用
い
て
い
る
の
は
四
十
三
歳
の
覚
誉
、
四
十
六
歳
の
香
象
房
（
信
永
）

で
あ
り
、
用
い
て
い
な
い
の
は
六
十
三
歳
の
永
緑
、
五
十
二
歳
の
覚
厳
と
な
り
、
そ
の
差
が
一
応
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
講
説
資
料
で
は
講
者
の
年
齢
は
考
慮
さ
れ
る
べ
き
条
件
で
は
な
か
ろ
う
か
」

こ
の
よ
う
に
、
諸
書
に
世
代
差
を
視
点
と
し
た
考
察
が
見
ら
れ
る
。
佐
藤
武
義
氏
の
言
わ
れ
る
、
四
十
代
と
五
十
・
六
十
代
の
言
語
比
較
に

疑
問
を
持
た
な
い
で
は
な
い
が
、
と
も
か
く
、
文
献
の
書
写
者
又
は
登
場
人
物
の
年
齢
・
世
代
が
、
三
の
視
点
と
し
て
、
国
語
史
記
述
の

重
要
な
要
素
と
な
り
得
る
よ
う
で
あ
る
。

畑
　
問
題
の
設
定

語
中
・
語
尾
に
於
け
る
ハ
行
音
と
り
行
音
の
統
合
を
問
題
と
す
る
。
こ
の
間
題
に
関
し
て
、
次
の
二
氏
の
発
言
を
取
り
上
げ
、
「
世
代
」
を

視
点
と
し
て
、
充
分
解
明
出
来
な
か
っ
た
点
に
迫
っ
て
み
た
い
。

築
島
裕
博
士
『
平
安
時
代
語
新
論
』
（
3
5
4
頁
）

を
融

「
室
町
時
代
末
期
に
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
く
。
m
O
u
a
r
u
r
u
（
思
刷
る
る
）
言
u
a
t
t
e
（
終
っ
て
）
の
や
う
に
、
殆
ど
す
べ
て
の
語
に
つ
い



て
、
語
中
語
尾
の
、
古
く
ハ
だ
っ
た
音
節
を
u
a
（
w
a
）
と
表
記
し
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
当
時
は
こ
の
音
韻
変
化
が
普
遍
的
に
渉
透
し

て
ゐ
た
こ
と
が
明
に
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
や
う
な
普
遍
的
音
韻
変
化
が
何
時
の
時
代
に
完
了
し
た
も
の
か
は
、
尚
未
確
定
の
問
題
と
言
は

ね
ば
な
ら
な
い
。
少
く
と
も
、
平
安
後
期
に
既
に
完
了
し
た
と
は
、
確
言
し
得
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
」

山
内
育
男
氏
「
か
な
づ
か
い
の
暦
史
」
（
『
誓
史
2
音
韻
史
・
文
字
史
』
大
修
館
、
昭
和
4
7
年
、
5
6
1
頁
）

「
十
一
世
紀
後
半
か
ら
十
二
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
年
代
は
、
文
節
中
に
ハ
行
語
音
を
保
有
す
る
世
代
と
せ
ぬ
世
代
と
の
交
替
期
に
相
当

し
た
と
見
る
の
が
事
実
に
近
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」

尚
、
築
島
博
士
は
、
次
の
様
に
時
代
区
分
を
さ
れ
る
。

平
安
後
期
一
〇
〇
一
－
一
〇
八
六
年

院
政
期
　
一
〇
八
七
－
一
一
九
一
年

今
こ
れ
に
従
え
ば
、
十
一
世
紀
後
半
か
ら
十
二
世
紀
前
半
は
、
平
安
後
期
の
最
終
期
頃
か
ら
院
政
期
の
初
中
期
頃
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
築

島
博
士
は
、
院
政
期
を
平
安
時
代
に
包
括
さ
れ
る
が
、
院
政
期
は
鎌
倉
時
代
の
ス
タ
ー
ト
と
位
置
づ
け
れ
ば
、
語
中
・
語
尾
の
ハ
行
音
の
問

題
は
、
鎌
倉
時
代
の
夜
明
け
の
時
期
の
、
表
記
の
一
解
明
の
問
題
と
な
る
。

畑
　
分
析
資
料

本
稿
で
は
、
漢
字
交
り
平
仮
名
書
状
を
取
り
上
げ
る
。
仮
名
の
文
学
作
品
や
訓
点
資
料
に
於
て
は
、
前
者
が
転
写
に
問
題
が
あ
り
、
後
者

が
移
点
に
問
題
を
残
し
、
書
写
者
の
生
の
形
で
の
表
記
を
把
握
し
難
い
場
合
が
あ
る
。
そ
の
点
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
平
仮
名
書
き
の
書
状

は
、
書
写
者
の
保
有
す
る
音
韻
状
況
と
そ
の
表
記
法
が
把
握
し
易
い
も
の
と
の
認
識
の
元
に
、
次
の
仮
名
書
状
を
分
析
す
る
。

久
曽
神
昇
博
士
編
『
平
安
時
代
仮
名
書
状
の
研
究
』
　
（
風
間
書
房
、
昭
和
4
3
年
1
0
月
）

所
載
の
次
の
条
件
に
適
す
る
も
の
を
分
析
す
る
。

ア
、
書
写
者
が
明
確
な
も
の
、
し
か
も
、
書
写
者
の
生
没
年
と
書
写
時
が
判
明
し
て
い
る
も
の
。
（
年
齢
は
満
年
齢
と
し
た
）

世
　
代
　
差
　
と
　
表
　
記
　
差



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

ィ
、
翻
字
の
み
で
は
な
く
、
写
真
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。
翻
字
版
に
依
っ
た
場
合
は
、
そ
の
旨
明
記
す
る
。
（
本
書
掲
載
順
に
以
下
示

す。）

1
、
藤
原
為
房
書
状
（
永
承
四
年
生
・
一
〇
四
九
～
一

〇
一
〇
八
五
年
　
（
3
6
歳
）
書
写
　
7
通

〇
一
〇
九
〇
年
頃
（
4
1
歳
頃
）
　
　
　
2
通

一
〇
〇
頃
没
）

2
、
藤
原
為
房
妻
書
状
（
同
右
頃
生
没
）

〇
一
〇
八
五
年
頃
（
3
6
歳
頃
）
　
　
4
0
．
通

〇
一
〇
九
二
年
頃
（
4
3
歳
頃
）
　
　
　
3
通

為
房
妻
の
生
没
は
未
詳
で
あ
る
が
、
常
識
的
に
判
断
し
て
、
ほ
ぼ
同
年
齢
と
見
て
同
世
代
人
と
し
て
扱
う
。

3
、
皇
嘉
門
院
御
処
分
状
（
第
3
1
図
）
（
保
安
三
年
生
・
二
二
二
～
菱
和
元
年
・
二
八
一
）

〇
二
八
〇
年
　
（
5
8
齢
）
　
　
　
　
1
通

4
、
後
白
河
法
皇
廣
翰
書
状
（
第
3
2
図
）
（
大
治
二
年
生
二
三
七
～
建
久
三
年
・
二
九
二
）

〇
二
八
一
年
　
（
5
4
歳
）

5
、
源
頼
朝
書
状
（
久
安
三
年
生
二

〇
一
一
八
〇
年
　
（
3
3
歳
）

〇
一
一
八
三
年
　
（
3
6
歳
）

〇
一
一
八
四
年
　
（
3
7
歳
）

〇
一
一
八
五
年
　
（
3
8
歳
）

〇
一
一
八
五
年
　
（
3
8
歳
）

1
通

一
四
七
～
正
治
元
年
二
一
九
九
）

1
通

1
通

1
通

1
通

1
通

尊
敬
閣
文
書
、

神
護
寺
文
書
、

崎
山
文
書
、

熱
田
神
宮
文
書
、

長
沼
賢
海
氏
蔵
、

平
安
遺
文
「
五
〇
六
五
」

平
安
遺
文
「
四
一
四
八
」

平
安
遺
文
「
四
一
六
二

平
安
遺
文
「
四
二
三
四
」

平
安
遺
文
補
「
一
五
二
」



〇
一
一
八
五
年
　
（
3
8
歳
）

6
、
藤
原
俊
成
書
状
（
永
久
二
年
二

〇
一
一
七
二
年
～
一
一
八
二
年
頃

〇
一
一
七
六
年
　
（
6
2
歳
）

〇
一
一
九
二
年
以
降
（
7
8
歳
以
降
）

〇
一
二
〇
三
年
　
（
8
9
歳
）

1
通
　
　
荒
巻
福
吉
氏
蔵
、
平
安
遺
文
補
「
一
五
四
」

一
四
～
元
久
元
年
・
一
二
〇
四
）

（
5
8
歳
～
6
8
歳
）

（
第
3
5
図
）

1
通

（
第
3
6
図
）

1
通

1
通

7
、
寂
蓮
書
状
　
（
第
3
7
図
）

〇
一
一
八
〇
年
　
（
4
1
歳
）

（
保
延
五
年
生
・
一

1
通

1
通

日
暮
帖
所
載
、
久
曽
神
昇
博
士
翻
字
に
依
る

日
暮
帖
所
載
、
久
曽
神
昇
博
士
蘭
学
に
依
る

一
一
二
九
～
建
仁
元
年
二
二
〇
一
）

8
、
平
清
盛
書
状
　
（
第
2
0
0
図
）
　
（
元
永
元
年
生
・
二
一
八
～
義
和
元
年
二
一
八
一
）

〇
二
六
七
年
頃
（
4
9
歳
頃
）
　
　
　
1
通

9
、
平
経
盛
書
状
　
（
第
2
0
1
図
）
　
（
天
治
元
年
生
・
二
二
四
～
寿
永
二
年
・
二
八
三
）

〇
一
一
七
一
年
頃
（
4
7
歳
頃
）
　
　
　
1
通

1
0
、
平
宗
盛
書
状
　
（
久
安
三
年
生
・
二
四
七
～
元
暦
二
年
二
一
八
五
）

〇
二
六
七
年
　
（
2
0
歳
）
　
　
　
　
1
通
　
　
　
平
安
遺
文
亡
「
三
四
二
六
」

1
1
、
建
礼
門
院
御
書
状
（
第
2
0
2
図
）
　
（
久
寿
一
毎
生
・
一
一
五
五
～
建
保
元
年
二
二
三
一
）

〇
一
一
八
〇
年
頃
（
2
5
歳
頃
）
　
　
　
1
通

堕
西
行
書
状
　
（
第
2
0
5
・
2
0
6
図
）
　
（
元
永
元
年
生
・
二
一
八
～
建
久
元
年
・
二
九
〇
）

〇
二
六
二
年
頃
（
4
4
歳
頃
）
　
　
　
1
通

〇
二
六
二
年
～
二
六
四
年
頃
（
4
4
歳
～
4
6
歳
）

世
　
代
　
差
　
と
　
表
　
記
　
差

1
通

一
〇
七
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更
に
、
『
平
安
時
代
仮
名
書
状
の
研
究
』
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
次
の
三
者
の
仮
名
書
状
も
取
り
上
げ
る
。

1
3
、
法
然
書
状
・
起
請
文
　
（
長
承
二
年
生
・
二
三
三
～
建
暦
二
年
二
二
一
二
）

〇
二
九
三
年
～
一
二
一
二
年
（
6
0
歳
～
7
9
歳
）
　
　
　
　
5
適

当
親
鸞
書
状
　
（
承
安
三
年
生
・
二
七
三
～
弘
長
二
年
・
一
二
六
二
）

〇
一
二
四
二
年
～
一
二
六
二
年
（
6
9
歳
～
8
9
歳
）
　
　
　
　
1
2
通

堕
恵
信
尼
書
状
　
（
寿
永
元
年
生
・
二
八
二
～
文
永
五
年
二
二
六
八
）

〇
一
二
五
六
年
～
一
二
六
八
年
（
7
4
歳
～
8
6
歳
）
　
　
　
　
1
0
通

『
法
然
上
人
真
蹟
集
成
』
　
（
法
蔵
館
）
　
に
依
る

『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
（
法
蔵
館
、
昭
和
4
9
年
）
に
依
る
。

『
恵
信
尼
文
書
』
　
（
法
蔵
館
、
昭
和
5
3
年
）
　
に
依
る

二
、
世
代
差
と
表
記
差

m
平
安
後
期
に
生
ま
れ
た
世
代
の
表
記

藤
原
為
房
と
為
房
妻
と
が
該
当
す
る
。
こ
の
夫
妻
は
、
平
安
後
期
で
も
、
院
政
期
に
近
い
頃
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
夫
妻
の
和
語
に
於
け
る

語
中
・
語
尾
の
ハ
行
音
の
表
記
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

1
、
藤
原
為
房

憲
》
い
そ
か
咄
し
さ
（
忙
）
・
う
け
た
ま
刷
る
（
承
）
・
お
咄
す
（
御
）
・
く
副
し
（
詳
）
・
さ
ふ
ら
咄
（
候
）
・
た
ま
咄
（
給
）
・
つ
か

咄
（
使
）
・
な
ら
咄
（
習
）
・
よ
か
咄
（
横
川
）

等
》
お
も
叫
（
思
）
・
さ
ふ
ら
叫
（
候
）
・
し
た
か
ひ
l
（
従
）
・
た
ま
叫
（
給
）
・
つ
か
ひ
l
（
使
）

芸
》
け
高
（
今
日
）
・
さ
ふ
ら
粛
（
候
）
・
き
の
引
（
昨
日
）

〓
》
う
可
（
上
）
・
か
司
り
（
返
）
・
さ
ふ
ら
可
（
候
）
・
た
ま
可
（
給
）

《
ほ
》
お
副
い
殿
（
大
殿
）
・
い
と
劃
し
（
愛
）

世
　
代
　
差
　
と
　
表
　
記
　
差



鎌
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2
、
藤
原
為
房
妻

憲
》
あ
つ
か
咄
（
扱
）
・
あ
咄
せ
（
袷
）
・
あ
咄
れ
（
哀
）
・
あ
ら
咄
す
（
表
）
・
い
噛
（
言
）
・
お
咄
し
ま
す
（
御
）
・
く
副
（
食
）
・
く

副
へ
（
加
）
・
さ
副
や
か
な
り
（
爽
）
・
し
咄
ふ
き
（
咳
）
・
た
ま
は
（
給
）
・
た
ま
嘲
る
（
賜
）
・
た
ま
咄
す
（
賜
）
・
つ
か
噛
す
（
遣
）
・

な
咄
（
縄
）
・
な
ら
咄
（
習
）
・
な
ら
咄
し
（
習
）
・
ぬ
咄
（
縫
）
・
の
た
ま
咄
す
（
宣
）
・
わ
ら
咄
（
童
）

等
》
あ
つ
か
叫
（
扱
）
・
あ
叫
（
合
）
・
い
叫
（
言
）
・
お
も
叫
（
思
）
・
か
叫
（
買
）
・
か
叫
く
し
（
甲
斐
）
・
く
ひ
l
（
食
）
・
こ
叫
し

（
恋
）
・
た
ま
叫
（
給
）
・
つ
か
叫
（
使
）
・
て
な
ら
叫
（
習
）
・
ま
叫
（
舞
）
・
わ
つ
ら
叫
（
煩
）
・
う
融
ノ
＼
し
（
初
）

芸
》
い
剥
（
言
）
・
か
な
ぶ
（
適
）
．
・
け
剥
（
今
日
）
・
た
ま
融
（
給
）

〓
》
う
可
（
上
）
・
か
へ
l
す
く
（
返
々
）
・
か
司
り
（
帰
）
・
く
は
へ
l
（
加
）
・
く
可
（
食
）
・
さ
べ
云
助
詞
￥
た
か
可
（
違
）
・
た
べ

（
耐
）
・
た
ま
可
（
給
）
・
ひ
と
可
（
単
衣
）
・
む
か
へ
l
（
迎
）
・
を
し
可
（
教
）

憲
》
い
と
噛
し
（
愛
）
・
お
副
か
た
（
大
方
）
・
お
疎
さ
（
多
）
・
お
噛
し
（
多
）
・
お
噛
せ
こ
と
（
仰
）
・
お
疎
ん
（
御
）
・
か
噛
（
顔
）
・

な
噛
（
尚
）

為 為 ㍉房

妻

房

2 0

日

9

…

ま

…

IHI
＿

0 0 音呼転

31 5 ひ

1＝ゐ 0 音呼転

4 2 ふ

0 1＝シ（ノ
音呼転

21 4 へ

0 0 音呼転

8 1 ま

0 1＝を 音呼転

75 12 行ま

1 2 音呼転

す示を数語異ま割徴

こ
の
夫
妻
の
書
状
は
、
平
安
末
か
ら
院
政
極
初
期
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
、
次
の
3
語
が



為
房
　
＝
き
の
う
・
い
と
を
し

為
房
妻
＝
う
剥
く
し

ハ
行
転
呼
を
起
し
た
表
記
で
あ
っ
て
、
夫
妻
と
も
に
そ
の
表
記
は
、
ハ
行
音
表
記
が
主
で
あ
る
。
し
か
も
書
状
の
量
が
為
房
妻
は
4
3
通
、
為

房
は
9
通
か
ら
見
て
、
女
性
の
方
が
保
守
的
傾
向
を
見
せ
て
い
る
と
も
判
断
で
き
よ
う
。
同
世
代
の
夫
妻
が
、
三
十
歳
代
の
半
ば
か
ら
四
十

歳
に
か
け
て
書
写
し
た
書
状
は
、
彼
ら
の
言
語
習
得
期
（
平
安
時
代
末
期
）
か
ら
長
い
時
間
を
経
過
し
て
お
ら
ず
、
彼
ら
の
生
の
音
韻
状
況

が
表
わ
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
平
安
末
期
の
社
会
で
は
、
男
女
を
問
わ
ず
、
語
中
・
語
尾
に
於
け
る
ハ
行
音
と
り
行

者
の
統
合
が
、
そ
れ
程
進
行
し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
実
際
の
音
韻
状
況
を
、
書
記
す
る
文
字
に
ど
の
程
度
忠
実
に
反
映
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
と
、
又
、
表
記
は
学
習
し
て

身
に
つ
け
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
音
韻
と
表
記
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
今
一
つ
の
問
題
と
し
て
残
る
。
し
か
し
、
為

房
夫
妻
の
ハ
行
音
表
記
全
体
を
見
る
と
、
古
く
「
ハ
」
だ
っ
た
音
節
が
「
ワ
」
へ
と
普
遍
的
に
音
韻
変
化
が
完
了
し
て
い
た
と
は
言
い
難
く
、

む
し
ろ
、
大
半
は
「
ハ
」
だ
っ
た
可
能
性
の
方
が
強
い
で
あ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
。

拗
院
政
期
前
期
に
生
ま
れ
た
世
代
の
表
記

院
政
期
の
一
〇
四
年
を
、
仮
に
三
等
分
し
て
前
・
中
・
後
期
に
分
け
る
と
、
そ
れ
は
一
世
代
に
相
当
す
る
長
さ
と
な
る
。
そ
の
前
期
に
属

す
る
者
は
藤
原
俊
成
・
西
行
・
平
清
盛
・
皇
嘉
門
院
・
平
経
盛
・
後
白
河
法
皇
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
そ
の
表
記
を
検
討
す
る
と
、
前
代
の

為
房
夫
妻
と
同
様
、
ハ
行
転
呼
を
起
こ
し
た
表
記
が
見
あ
た
ら
な
い
。

俊
成
は
4
通
、
西
行
は
2
通
で
あ
る
が
、
全
て
ハ
行
音
表
記
な
の
で
一
括
し
て
示
し
た
。
年
齢
順
に
右
か
ら
左
へ
（
老
1
若
）
と
配
し
た
。

6
、
藤
原
俊
成

憲
》
お
咄
し
ま
す
（
御
）
・
お
も
咄
く
（
思
）
・
さ
ふ
ら
咄
・
候
咄
・
た
ま
噛
り
（
給
）

等
》
お
も
叫
（
思
）
・
候
叫
・
た
ま
叫
（
給
）
・
つ
か
叫
（
便
）
・
な
ら
叫
（
習
）
・
ま
よ
叫
（
迷
）

世
　
代
　
差
　
と
　
表
　
記
　
差
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《
ふ
》
さ
ふ
ら
粛
（
候
）

《
へ
》
か
可
ら
せ
　
（
帰
）
・
か
ま
可
て
（
構
）
・
候
可
・
さ
可
《
助
詞
写
っ
た
可
（
伝
）
・
む
か
可
（
迎
）

《
ほ
》
お
疎
さ
　
（
多
）
・
お
噛
せ
　
（
仰
）

1
2
、
西
行

《
は
》
お
咄
し
ま
し
て
　
（
御
）

《
ひ
》
お
も
叫
（
思
）

《
ふ
》
さ
ふ
ら
剥
（
候
）

《
へ
》
か
可
り
こ
し
　
（
帰
）

《
ほ
》
用
例
な
し

8
、
平
清
盛

《
は
》
用
例
な
し

《
ひ
》
用
例
な
し

《
ふ
》
さ
ふ
ら
剥
（
候
）

〓
》
か
司
ら
れ
　
（
帰
）
・
候
可

《
ほ
》
用
例
な
し

3
、
皇
嘉
門
院

《
は
》
お
咄
さ
ん
（
御
）
・
思
刷
れ

《
ひ
》
用
例
な
し

《
ふ
》
い
剥
（
言
）
・
た
か
ふ
l
（
違
）

一

一

二



〓
》
い
可
（
家
）
・
お
も
可
（
思
）
・
た
か
叫
（
違
）

《
ほ
》
お
副
い
殿
（
大
殿
）

9
、
平
経
盛

《
は
》
あ
副
て
（
会
）

《
ひ
》
し
た
叫
（
慕
）

《
ふ
》
け
高
（
今
日
）

《
へ
》
用
例
な
し

《
ほ
》
用
例
な
し

4
、
後
白
河
法
皇

内
は
》
候
咄
ん
・
さ
ふ
ら
噛
む
・
も
の
さ
副
か
し
き
（
騒
）

《
ひ
》
お
も
叫
（
思
）
・
候
叫

《
ふ
》
さ
粛
ら
は
む

《
へ
》
う
l
¶
（
上
）
・
か
ま
可
て
（
構
）
・
候
可

《
ほ
》
お
副
せ
　
（
仰
）

こ
の
院
政
期
前
期
に
生
ま
れ
、
こ
の
期
を
言
語
習
得
期
と
し
た
人
々
は
全
員
が
、
壮
年
か
老
年
期
に
書
状
を
書
写
し
て
い
る
。
即
ち
、
書

写
時
期
は
、
院
政
期
後
期
か
も
し
く
は
鎌
倉
時
代
前
期
で
あ
る
。
言
語
習
得
期
（
院
政
期
前
期
）
か
ら
、
相
当
長
い
時
間
の
経
過
が
あ
る
に
も

拘
わ
ら
ず
、
ハ
行
音
譜
の
り
行
書
表
記
が
見
あ
た
ら
な
い
の
は
、
次
の
二
点
を
伺
わ
せ
る
よ
う
で
あ
る
。

○
平
安
末
と
院
政
期
前
期
と
の
間
に
は
、
大
き
な
音
韻
の
変
化
は
な
か
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

○
言
語
習
得
期
か
ら
晩
年
ま
で
、
そ
の
表
記
傾
向
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
。

世
　
代
　
差
　
と
　
表
　
記
　
差
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後法 平 皇 平 西 藤 書

白皇 経 嘉 清 原 写

河 盛 門
院

盛 行 俊
成

表

訂

者

2 1 2 0 1 4 へま

0 0 0 0 0 0 音呼転

2 1 0 0 1 6 ひ

0 0 0 0 0 0 音呼転

1 1 2 1 1 1 ふ

0 0 0 0 0 0 音呼転

3 0 3 2 1 6 へ

0 0 0 0 0 0 音呼転

1 0 1 0 0 2 ま

0 0 0 0 0 0 音呼転

9 3 8 3 4 91 行ま

0 0 0 0 0 0 音呼転

畑
院
政
期
中
期
に
生
ま
れ
た
世
代
の
表
記

こ
の
期
に
生
ま
れ
た
グ
ル
ー
プ
に
は
、
寂
蓮
、
平
宗
盛
、
源
頼
朝
、
建
礼
門
院
が
属
す
る
。
彼
ら
の
表
記
を
検
討
す
る
と
、
院
政
期
前
期

生
ま
れ
の
世
代
と
は
、
少
し
様
相
を
異
に
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
即
ち
、
彼
ら
の
書
状
に
は
、
ハ
行
転
呼
を
起
し
た
表
記
が
散
見
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
わ
ず
か
に
、
平
宗
盛
の
書
状
（
2
0
才
で
書
写
）
　
に
の
み
、
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
。



7
、
寂
蓮

冨
》
候
咄
・
相
い
ろ
叫
す
（
弄
）

等
》
は
か
ら
叫
（
計
）
・
あ
叫
い
ろ
叫
（
相
弄
）

《
ふ
》
用
例
な
し

《
へ
》
用
例
な
し

《
ほ
》
用
例
な
し

1
0
、
平
宗
盛

憲
‡
っ
け
た
ま
噛
り
（
承
）
・
お
咄
し
ま
し
（
御
）

《
ひ
》
用
例
な
し

《
ふ
》
用
例
な
し

芸
》
候
へ
l

冨
》
お
噛
い
と
の
（
大
殿
）
・
お
噛
み
の
ま
き
（
麻
続
の
牧
）

5
、
源
頼
朝

○
治
承
四
年
（
3
3
歳
）
書
写

憲
》
さ
咄
か
す
る
（
騒
）
・
候
噛
さ
ら
む

《
ひ
》
お
も
ひ
l

《
ふ
》
お
も
ふ
l

〓
》
い
に
し
可

《
ほ
》
用
例
な
し

世
　
代
　
差
　
と
　
表
　
記
　
差

一

一

五



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

○
寿
永
三
年
　
（
3
6
歳
）
　
書
写

《
は
》
用
例
な
し

《
ひ
》
い
叫
て
　
（
言
）

《
ふ
》
い
ぶ
も
の
（
言
）

《
へ
》
用
例
な
し

《
ほ
》
お
噛
せ
　
（
仰
）

○
元
暦
元
年
　
（
3
7
歳
）
書
写

《
は
》
き
咄
（
際
）
・
つ
か
咄
す
（
遣
）

《
ひ
》
　
つ
か
叫
（
使
）

《
ふ
》
た
ま
剥
・
給
剥
・
申
た
ま
引
へ
く

〓
》
か
可
す
ノ
＼
・
給
可
は

《
ほ
》
お
璃
せ
ら
れ
（
仰
）
・
お
は
せ
（
仰
）
・
い
と
劃
し
く

○
元
暦
二
年
　
（
3
8
歳
）
　
頃
書
写

《
は
》
候
咄
～

《
ひ
・
ふ
・
へ
・
ほ
》
用
例
な
し

元
暦
二
年
　
（
3
8
歳
）
　
頃
書
写

《
は
》
候
噛
め
・
め
し
つ
か
咄
せ
　
（
使
）

《
ひ
》
候
叫
し
か
は

《
へ
》
お
き
可
（
押
）

一

一

六



《
ほ
》
お
ぼ
せ
　
（
仰
）

○
元
暦
二
年
（
3
8
歳
）
頃
書
写

《
は
》
候
咄
・
給
噛
り

等
》
あ
叫
た
（
間
）
・
な
ら
叫
（
習
）
・
は
か
ら
ひ
l
（
計
）

《
ふ
》
用
例
な
し

〓
》
候
可
は
・
う
刻
（
上
）

《
ほ
》
用
例
な
し

建 源 平 寂

蓮

書
冊頼 凸 与

ボ
院 朝 盛 記

2 202122 2 1 ま

0 000000 0 1 音呼転

0 111013 0 1 ひ

1 000000 0 2 音呼転

1 111000 0 0 ふ

0 001000 0 0 音呼転

0 102011 1 0 へ

0 000001 0 0 音呼転

0 012010 1 0 ま

0 001000 0 0 音呼転

3 538156 4 2 拍

‾
1 002001 0 3 音呼転

世
　
代
　
差
　
と
　
表
　
記
　
差

一

一

七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

1
1
、
建
礼
門
院

《
は
》
さ
ふ
ら
咄
ん
す
る
（
候
）
・
を
咄
し
ま
し
（
御
）

《
ひ
》
う
し
か
叫
（
牛
飼
）

《
ふ
》
さ
ふ
ら
剥
（
候
）

尚
、
平
宗
盛
の
「
お
噛
み
の
ま
き
」
は
久
曽
神
博
士
の
解
説
に
依
れ
ば
、
「
麻
続
の
牧
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
本
来
の
音
韻
は
未
詳
で

あ
る
。こ

の
院
政
期
中
期
に
生
ま
れ
、
こ
の
期
を
言
語
習
得
期
と
し
た
人
々
が
書
写
し
た
書
状
は
、
全
て
二
十
代
・
三
十
代
そ
し
て
四
〇
歳
ま
で

の
も
の
で
あ
る
。
書
写
時
期
は
院
政
期
後
期
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
も
、
前
の
世
代
（
院
政
期
前
期
生
ま
れ
）
の
人
々
と
ほ
ぼ
同
時
期

に
書
状
を
書
写
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
書
写
時
期
は
同
じ
で
は
あ
っ
て
も
、
前
世
代
人
に
は
り
行
音
表
記
は
見
ら
れ
ず
、
こ
の
世
代
人
に

は
り
行
音
表
記
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
は
、
社
会
の
音
韻
変
化
の
様
相
を
伺
わ
せ
る
。
即
ち
、
平
安
末
期
と
院
政
期
前
期
と
の
間
に
は
、
大
き

な
変
化
は
な
か
っ
た
と
推
測
で
き
る
が
、
院
政
期
の
前
期
か
ら
中
期
頃
に
か
け
て
は
、
変
化
の
度
合
が
少
し
大
き
く
な
っ
て
来
た
こ
と
を
推

測
さ
せ
る
。

又
、
法
然
の
書
状
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
と
、
彼
は
、
ほ
と
ん
ど
ハ
行
転
呼
を
起
し
た
表
記
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

1
3
、
法
然

《
は
》
あ
刷
れ
み
（
哀
）
・
う
け
た
ま
噛
り
（
承
）
・
お
咄
し
ま
す
（
御
）
・
く
廟
へ
　
（
加
）
・
く
咄
し
く
（
詳
）
・
候
は
・
た
ま
嘲
（
給
）
・

た
ま
噛
り
・
つ
か
咄
し
　
（
遣
）
・
ね
か
噛
む
　
（
願
）

《
ひ
》
あ
叫
か
ま
へ
て
（
相
）
・
あ
叫
た
（
問
）
・
お
こ
な
叫
（
行
）
・
こ
と
お
こ
な
叫
（
異
行
）
・
を
こ
な
叫
（
行
）
・
お
も
叫
（
思
）
・

さ
ふ
ら
叫
て
（
候
）
・
し
た
か
叫
て
（
従
）
・
た
と
叫
（
仮
）
・
ね
か
叫
候
（
願
）
・
ふ
る
ま
叫
（
振
舞
）

《
ふ
》
思
粛
・
た
ま
粛
（
給
）



《
へ
竿
っ
へ
l
（
上
）
・
か
べ
す
く
（
返
）
・
候
可
・
た
へ
（
耐
）

《
ほ
》
お
咄
す
（
仰
）

法
然
の
書
状
に
は
、
「
ふ
る
ま
叫
」
の
一
例
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
彼
は
、
院
政
期
中
期
と
は
言
っ
て
も
、
前
期
と
あ
ま
。
隔
た
っ
た

生
ま
れ
で
は
な
く
、
し
か
も
、
彼
の
書
状
は
晩
年
の
鎌
倉
初
期
に
書
写
さ
れ
た
も
の
が
全
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
彼
の
言
語
習
得
期
の
音
韻

状
況
が
依
然
晩
年
の
表
記
に
ま
で
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
伺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
法
然
の
ハ
行
音
表
記
は
、
院
政
期
中
期
の
世
代
人
と
い

う
よ
り
、
前
期
の
世
代
に
属
す
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

㈲
院
政
期
後
期
に
生
ま
れ
た
世
代
の
表
記

こ
の
期
に
属
す
る
人
は
、
藤
原
定
家
・
親
鸞
・
恵
信
尼
で
あ
る
。
こ
の
世
代
の
表
記
は
、
前
世
代
よ
。
も
更
に
、
ハ
行
音
表
記
が
崩
壊
し

て
い
る
様
相
が
伺
わ
れ
る
。
4
0
歳
の
年
齢
差
が
あ
る
、
法
然
の
弟
子
で
あ
る
親
鸞
の
表
記
に
は
、
凡
そ
4
割
の
、
又
、
親
鸞
の
妻
の
恵
信
尼

に
は
、
凡
そ
2
割
の
語
に
ハ
行
転
呼
音
の
表
記
が
見
ら
れ
る
。
音
韻
の
変
化
の
度
合
も
、
前
世
代
人
よ
り
も
急
激
な
変
化
の
様
相
を
見
せ
て

い
る
こ
と
が
察
知
さ
れ
よ
う
。

1
4
、
親
鸞

喜
あ
咄
れ
（
哀
）
・
あ
刷
れ
に
（
哀
）
・
あ
嘲
れ
み
（
哀
）
・
あ
悪
（
逢
）
・
あ
ら
咄
す
（
表
）
・
い
噛
む
や
（
況
）
・
う
け
た
ま
は

。
（
承
）
・
う
た
か
咄
ね
は
（
疑
）
・
お
功
し
ま
す
（
御
）
・
か
な
咄
す
（
叶
）
・
か
咄
る
（
変
）
・
き
ら
咄
す
（
嫌
）
・
く
咄
し
う
（
詳
）
・

候
融
∵
給
ば
・
た
ま
副
。
・
は
可
（
母
）
・
あ
ら
拗
す
（
表
）
・
か
河
り
（
代
）
・
き
材
（
際
）
・
き
頼
ま
り
（
極
）
・
き
材
ま
る
（
極
）
・

き
ら
わ
ー
す
（
嫌
）
・
す
な
わ
l
ち
（
則
）
・
た
ま
引
（
給
）
・
と
頼
れ
（
間
）

喜
う
た
か
空
疑
）
・
し
た
か
碧
（
従
）
・
た
ま
叫
て
（
給
）
・
ち
か
空
誓
）
・
は
か
ら
空
計
）
・
う
た
か
叫
（
疑
）
・
ち
か
の

（
誓
）
・
つ
く
ろ
叫
（
繕
）
・
と
叫
（
間
）
・
は
か
ら
叫
（
計
）
・
も
て
あ
つ
か
叫
て
（
扱
）
・
わ
つ
ら
叫
（
煩
）

…
あ
ぶ
二
逢
）
・
あ
き
・
い
ぶ
二
言
）
・
う
た
か
ぶ
二
疑
）
・
お
も
ぶ
（
思
）
・
か
曾
（
被
）
・
た
ま
粛
（
給
）
・
た
ま
引
（
給
）
・

世
　
代
　
差
　
と
　
表
　
記
　
差
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は
か
ら
う
　
（
計
）
・
め
し
つ
か
う
　
（
召
使
）

完
》
い
司
り
（
言
）
・
う
可
（
上
）
・
候
可
・
た
ま
可
は
・
給
ぺ
l
り
・
と
な
べ
（
唱
）
・
の
た
象
司
り
（
宣
）
・
む
か
へ
l
（
迎
）
・
お
し
刻

（
教
）
・
そ
対
る
（
添
）
・
と
な
射
て
　
（
唱
）
・
ム
カ
可
ト
リ
タ
マ
フ
　
（
左
訓
）

《
ほ
》
お
副
す
（
仰
）
・
お
噛
せ
こ
と
・
い
と
劃
し
う
（
愛
）
・
な
劃
し
て
（
直
）

1
5
、
恵
信
尼

憲
》
あ
刷
れ
（
哀
）
・
あ
咄
せ
（
逢
）
・
あ
る
い
咄
（
或
）
・
う
け
た
ま
噛
り
（
承
）
‥
つ
け
給
噛
り
・
う
る
咄
し
く
（
愛
）
・
お
嘲
し
ま

し
（
御
）
・
お
咄
す
（
仰
）
・
思
咄
す
・
か
刷
り
（
代
）
・
か
嘲
る
（
変
）
・
さ
咄
（
然
）
・
候
副
ん
・
た
ま
噛
り
て
（
給
）
・
給
副
・

つ
か
副
し
（
遣
）
・
は
可
（
母
）
・
は
可
め
（
母
奴
）
・
は
可
め
く
（
母
）
・
み
そ
な
功
し
・
め
な
ら
咄
（
女
童
）
・
め
の
わ
ら
咄
（
女

童
）
・
や
し
な
咄
せ
（
養
）
・
わ
つ
ら
咄
し
く
（
煩
）
・
わ
ら
副
へ
　
（
童
）
・
く
り
さ
材
（
栗
沢
）
・
し
材
ふ
く
（
咳
）
・
た
材
こ
と
（
詫

言
）
・
つ
鋤
き
　
（
唾
）
・
お
材
り
（
終
）

芸
》
あ
叫
た
（
間
）
・
あ
叫
ま
い
ら
す
（
相
）
・
う
た
か
叫
（
疑
）
・
お
も
ひ
l
な
し
（
思
）
・
し
た
か
叫
て
（
従
）
・
た
と
ひ
l
（
仮
）
・
つ

か
叫
（
使
）
・
あ
叫
く
し
（
相
）
・
あ
叫
ま
い
ら
せ
ん
（
逢
）
・
は
か
ら
叫
（
計
）
・
ま
よ
叫
け
れ
（
迷
）
・
お
叫
（
甥
）

《
ふ
》
け
高
（
今
日
）
・
さ
ふ
ら
剥
（
候
）

《
へ
》
あ
っ
ら
可
（
挑
）
・
う
べ
（
上
）
・
思
か
可
し
て
（
返
）
・
か
こ
の
ま
可
（
加
古
前
）
・
か
そ
可
（
数
）
・
か
ま
可
て
（
構
）
・
候
可

は
・
給
可
・
つ
た
可
（
伝
）
・
ふ
る
可
て
　
（
震
）
・
ま
可
（
前
）
・
お
し
べ
て
　
（
教
）

憲
》
お
鴎
か
た
（
大
方
）
・
お
疎
く
（
多
）
・
お
噛
す
（
仰
）
・
か
副
（
顔
）
・
な
噛
（
猶
）
・
な
副
も
・
い
と
到
し
き
（
愛
）
・
い
と
劃

し
さ
・
お
可
う
む
ひ
や
う
（
大
温
病
）

1
6
、
藤
原
定
家

（2）

藤
原
俊
成
の
子
で
あ
る
定
家
に
つ
い
て
は
、
先
学
の
多
く
の
研
究
が
見
ら
れ
る
。
山
内
育
男
氏
の
次
の
文
章
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
定
家



の
書
写
し
た
文
献
に
は
（
自
筆
の
書
状
で
は
な
い
が
）
、
表
記
に
ゆ
れ
の
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
院
政
期
後
期
生
ま
れ
世
代
の
混
乱
状
況
が
、

そ
こ
に
は
如
実
に
反
映
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

「
そ
の
か
な
づ
か
い
は
晩
年
に
い
た
る
ま
で
、
個
々
の
語
に
つ
い
て
は
、
揺
れ
が
あ
っ
た
と
見
る
の
が
も
っ
と
も
穏
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。

定
家
六
十
歳
以
後
の
書
写
か
と
言
わ
れ
る
御
物
本
『
更
級
日
記
』
（
大
野
氏
に
よ
れ
ば
、
「
仮
名
遣
の
統
＝
が
あ
る
と
さ
れ
る
文
献
の
一

つ
）
に
お
い
て
さ
え
、
た
と
え
ば
、
「
家
」
に
「
い
へ
」
「
い
ゑ
」
、
「
勢
」
に
「
い
き
お
ひ
」
「
い
き
ほ
ひ
」
「
い
き
を
ひ
」
な
ど
と
、
表
記

（3）

の
統
一
を
欠
く
若
干
の
事
例
を
指
摘
し
う
る
」

恵
信

尼

親

鸞

法

然

表

記

書

写
者

23 61 01 ま

5 9 0 音呼転

7 5 8 ひ

5 7 1 音呼転

2 6 2 ふ

0 3 0 音呼転

21 7 4 へ

0 4 0 音呼転

5 2 1 ま

3 2 0 音呼転

94 63 52 拍

31 52 1 音呼転

言
語
の
習
得
を
院
政
期
後
期
に
果
し
た
こ
の
世
代
人
の
表
記
の
混
乱
の
程
度
は
、
そ
の
前
の
世
代
人
の
混
乱
が
散
見
す
る
程
度
で
あ
っ
た

の
に
比
し
て
、
大
き
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

又
、
平
安
時
代
の
為
房
夫
妻
で
も
伺
わ
れ
た
如
く
、
親
鸞
夫
妻
に
於
て
も
、
女
性
の
表
記
の
保
守
性
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

以
上
、
平
安
後
期
か
ら
院
政
期
後
期
ま
．
で
の
各
時
期
を
、
ほ
ぼ
3
0
余
年
に
分
か
っ
て
、
そ
の
時
期
に
生
れ
た
人
々
の
表
記
差
を
比
較
し
て

世
　
代
　
差
　
と
　
表
　
記
　
差



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二

み
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
書
状
の
量
が
充
分
で
な
い
こ
と
は
、
筆
者
も
よ
く
自
覚
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
あ
っ
て
も
、
右
に
述
べ
た
如
く
、

院
政
期
中
期
頃
を
境
に
し
て
、
そ
の
頃
生
ま
れ
の
世
代
と
、
以
降
生
ま
れ
の
世
代
と
で
は
、
表
記
傾
向
に
大
き
な
異
な
り
が
見
ら
れ
る
こ
と

は
確
認
さ
れ
得
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
社
会
の
音
韻
状
況
の
忠
実
な
反
映
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
も
う
少
し
資
料
の
数
を
重
ね
て
論
述

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
次
掲
の
如
く
に
な
ろ
う
。

Ⅲ
平
安
後
期
に
生
ま
れ
た
世
代
の
表
記
1
揺
れ
微
弱

畑
院
政
期
前
期
に
生
ま
れ
た
世
代
の
表
記
1
揺
れ
微
弱

畑
院
政
期
中
期
に
生
ま
れ
た
世
代
の
表
記
－
混
乱
散
見

㈲
院
政
期
後
期
に
生
ま
れ
た
世
代
の
表
記
－
混
乱
増
加

三
、
書
写
年
代
と
書
写
者
の
年
齢

書
写
者
が
長
命
で
、
し
か
も
晩
年
に
書
写
さ
れ
た
書
状
は
、
彼
ら
の
言
語
習
得
期
と
は
、
社
会
の
状
況
の
異
な
っ
た
時
期
に
於
け
る
存
在

と
な
る
。
例
え
ば
、

俊
成
　
（
9
0
歳
没
）

法
然
　
（
7
9
歳
没
）

親
鸞
　
（
8
9
歳
没
）

恵
信
尼
　
（
8
6
歳
没
）

5
8
歳
以
降
の
書
写

6
0
歳
以
降
の
書
写

6
9
歳
以
降
の
書
写

7
4
歳
以
降
の
書
写

等
は
、
長
命
で
あ
る
が
故
に
、
書
写
年
代
と
言
語
習
得
期
と
に
は
、
大
き
な
隔
た
り
の
あ
る
例
で
あ
る
。
前
二
者
の
俊
成
と
法
然
と
は
鎌
倉

初
期
に
書
状
を
書
写
し
、
後
者
の
親
鸞
と
恵
信
尼
と
は
鎌
倉
中
期
に
書
状
を
書
写
し
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
、
彼
ら
の
書
状
か
ら
把
握
で
き

る
言
語
傾
向
は
、
即
鎌
倉
初
期
や
中
期
の
も
の
と
断
定
し
て
艮
い
か
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。



前
節
で
述
べ
た
通
り
、
一
個
人
に
於
て
、
言
語
習
得
期
に
形
成
さ
れ
た
表
記
形
態
が
、
晩
年
ま
で
大
き
な
変
化
を
起
こ
さ
な
い
と
い
う
仮

説
が
成
立
す
る
な
ら
ば
、
俊
成
・
法
然
の
表
記
傾
向
は
院
政
期
の
前
半
頃
の
も
の
で
あ
り
、
親
鸞
や
恵
信
尼
の
表
記
傾
向
は
、
院
政
期
末
か

ら
鎌
倉
極
初
期
頃
の
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

（
4
）

現
代
の
社
会
に
於
て
も
、
次
の
調
査
報
告
が
あ
り
、
院
政
・
鎌
倉
の
過
去
の
時
代
に
も
、
こ
の
結
果
は
あ
て
は
め
ら
れ
る
か
と
思
う
。

「
書
き
こ
と
ば
の
分
野
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
同
じ
研
究
所
の
新
潟
県
長
岡
市
で
の
調
査
が
あ
る
（
昭
和
三
七
年
）
。
こ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
現
代

か
な
づ
か
い
、
当
用
漢
字
な
ど
、
戦
後
政
府
が
実
施
し
た
言
語
政
策
が
二
股
市
民
に
ど
の
よ
う
に
普
及
浸
透
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
調

査
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
た
と
え
ば
、
現
代
か
な
づ
か
い
は
学
歴
別
、
年
齢
別
、
男
女
別
い
ず
れ
の
層
に
お
い
て
も
よ
く
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
る
。
誠
ず

－
加
山
南
司
断
固
は
l
矧
l
岩
遡
釧
喝
か
わl
苛
司
別
封
持
l
到
利
個
同
調
到
引
功
利
。
ま
た
、
当
用
漢
字
の
新
字
体
も
、

概
し
て
よ
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
こ
で
も
南
朝
耐
雪
は
。
1
1
虫
刀
例
刻
曳
矧
列
副
傾
向
姻
戚
劃
」
（
傍
線
金
子
）

更
に
、
ハ
行
転
呼
音
表
記
が
、
治
承
四
年
（
二
八
〇
）
か
ら
元
暦
二
年
（
二
八
五
）
頃
に
集
中
し
て
見
ら
れ
た
が
、
こ
の
治
承
四
年
当

時
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
各
人
は
何
歳
で
あ
っ
た
か
を
見
れ
ば
、
青
年
層
を
中
心
と
し
た
若
い
人
々
に
ハ
行
転
呼
音
表
記
が
あ
り
、
壮
年
・

老
年
層
に
は
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
納
得
が
い
く
わ
け
で
あ
る
。

（
治
承
四
年
当
時
の
年
齢
）

藤
原
俊
成

西
行

平
清
盛

皇
嘉
門
院

平
経
盛

6
6
歳

6
2
歳

6
2
歳

5
8
歳

5
6
歳

後
白
河
法
皇
　
　
5
3
歳

世
　
代
　
差
　
と
　
表
　
記
　
差



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語

法
然

寂
蓮

平
宗
盛

源
頼
朝

建
礼
門
院

藤
原
定
家

親
鸞

恵
信
尼

4
7
歳

4
1
歳

3
3
歳

3
3
歳

2
5
歳

1
8
歳

7
歳

誕
生
2
年
前

研
　
究

ハ
行
転
呼
音
表
記
（
極
少
）

ハ
行
転
呼
音
表
記
（
少
）

ハ
行
転
呼
音
表
記
（
少
）

ハ
行
転
呼
音
表
記
（
少
）

ハ
行
転
呼
音
表
記
（
増
加
）

ハ
行
転
呼
音
表
記
（
増
加
）

ハ
行
転
呼
音
表
記
（
増
加
）

む
　
　
す
　
　
び

初
め
に
、
問
題
と
し
て
設
定
し
た
と
こ
ろ
の
、
「
十
一
世
紀
後
半
か
ら
十
二
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
年
代
は
、
文
節
中
に
ハ
行
語
音
を
保
有

す
る
世
代
と
せ
ぬ
世
代
と
の
交
替
期
に
相
当
し
た
と
見
る
の
が
事
実
に
近
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
の
予
見
は
、
以
上
の
如
く
確
認
せ
ら

れ
た
こ
と
に
な
る
。

文
献
が
い
つ
書
写
さ
れ
た
か
は
、
国
語
史
記
述
を
進
め
る
上
で
、
重
要
な
鍵
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
そ
の
文
献
の
書
写

者
の
年
齢
を
考
慮
す
る
こ
と
も
、
今
後
の
研
究
で
は
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

又
、
同
世
代
人
で
あ
っ
て
も
、
保
守
的
な
言
語
傾
向
を
示
す
人
の
文
献
も
あ
れ
ば
、
進
歩
的
な
傾
向
を
示
す
人
も
見
ら
れ
る
わ
け
で
、
そ

れ
が
、
単
な
る
個
性
の
差
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
男
女
差
等
の
要
因
に
よ
る
も
の
な
の
か
も
重
要
な
考
察
視
点
で
あ
る
。
確
か
に
恵
信
尼
は

夫
の
親
鸞
よ
り
は
、
和
語
の
語
中
・
語
尾
の
ハ
行
音
表
記
に
関
し
て
は
保
守
的
傾
向
を
示
す
。
と
こ
ろ
が
、
日
常
の
言
語
と
少
し
性
格
の
異

な
る
、
学
習
し
て
修
得
す
る
と
こ
ろ
の
漢
字
音
の
表
記
に
関
し
て
は
、
親
鸞
の
方
が
保
守
化
傾
向
を
示
す
よ
う
で
あ
る
。



こ
の
よ
う
に
、
国
語
史
の
記
述
研
究
は
、
一
つ
一
つ
の
性
格
を
異
に
す
る
言
語
が
、
微
妙
に
か
ら
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
解
き
ほ
ぐ
し
て

い
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
つ
だ
け
の
傾
向
で
、
そ
の
文
献
を
す
べ
て
述
べ
つ
く
す
こ
と
は
、
そ
の
文
献
を
誤
っ
て
理
解
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
わ
ず
か
表
ハ
目
の
分
析
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
鎌
倉
時
代
語
の
初
期
の
傾
向
に
つ
い
て
、
書
写
し
た
人
間
を
視
点
と
し

て
考
え
て
み
た
。

大
方
の
ご
批
正
を
賜
わ
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
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『
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史
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版
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